
緑の休息
「書記バートルビー」研究

藤　江　啓　子

I

　　“Bart1eby，the　Scrivener1A　Story　of　Wa1i－Street’’はその副題が示すと

うり，アメリカのビジネスの中心ウォール街の物語であり，また壁の町の物語

でもあ孔ウォール街で法律事務所を営む語り手の事務所は事実2つの壁に挟

まれ，その色は一方は白，他方は黒であり，次のように描かれている。

　　　My　chambers　were　up　stairs　at　No．一Wau－Street．・At　onb　end　they

Iooked　upon　the　white　wa11of　the　il〕terior　of　a　spacious　sky一ユight　shaft，

penetrating　the　buiIding　from　top　to　bottom．This　view　might　have　been

considered　rather　tame　than　otherwise，deficient　in　what1andscape　paint－

ers　ca11“1ife”．But　if　so，the　view　from　the　other　end　of　my　chambers　of－

fered，at－1east，a　contrast，if　nothing　more．In　that　direction㎞y　windows

commanded　an　unobstructed　view　of　a1ofty．brick－wa11，b1ack　by　age　and

ever1asting　shade；which・wa11required　no　spy－g1ass　to　bring　out　itsユurk－

ing　beauties，but　for　the　benefit　of　an　near－sighted　spectators，was

pushed　up　to　within　ten　feet　of　my　window　panes．1〕

シンボルを読み込み過ぎる危険性はあるとしても，語り手の事務所が白と黒の

壁に挟まれた一グレーゾーン，一種の中間地帯にあるこ・とには違いない。作者
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Me1vi11eが白と黒，光と闇の両方に興味を持ち，むしろ，その相互作用によっ

て出来る黎明に最も心を惹かれていたことが，彼のHawthorneの芸術に対す

る次のような見解からも明らかである。

　　　For　spite　of　a11the　Indian－summer　sun1ight　on　the　hither　side　of

HawthorneIs　sou1，the　other　side－1ike　the　dark　ha1f　of　the　physica1

sphere－is　shrouded　in　a　b1ackness，ten　times　b1ack．But　this　darkness

but　gives　more　effect　to　the　ever－moving　dawn，that　forever　advances

through　it，and　circumnavigates　his　wor1d．！〕

Me1vi11e研究の第一人者John　Bryantも彼の編著，MεエU〃必肋ermoUオ几g

Dαωηにそのタイトルを与えた理由として，ここにこそMe1vi11e文学の本質

があるからだとして次ぎのように述べている。

　　　The　image，drawn　from　Me1vi11e’s　fulsome　review　of　HawthorneIs

M08sεs介。㎜αη0〃Mαηεe，was　conceived　to　body　forth　the　margina1and

1imina1condition　of　Hawthomels　art．I七is　neither　comp1ete　darkness　nor

comp1ete　sun1ight，but　that　in－between　state　of　mind　a1ways　moving　out

of　despair　and　toward　redemption，a1ways　giving“equa1eye”to　the　di－

verse　topography　of　our　existence，Somewhere　on　earth　and　at　an　times

there　is　this　condition　of　dawn；and　in　its　ever－western　movement　it　cir－

cumnavigates　the　globe　touching　a11cu1tures．In　speaking　of　Hawthome，

Me1vi11e　was　in　fact　speaking　of　himse1f．For　him，that　evermoving

crescive　moment命as　the　essence　of　art．It　is，as　we11，the　essence　of

Me1vi11e．宮〕

もし，このリミナルなグレーゾーンにMe1vine文学の本質があるとするなら

ば，‘‘Bart1eby”はこのグレーゾーンで起こった典型的なMelv三11eの作品と言
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うことが出来る。David　Reynoldsはこの物語をConventionalなイメージと

Subversiveなイメージの融合であり，道徳的に中立な灰色の中間地帯である

と捉え，次のように結論づけている。

　　Melvi11e　brings　together　Conventiona1images（piety，prudence，char－

ity，method）and　Subversive　ones（the1ikab1e　crimina1，urban　dehumani－

zation，the　grim　Tombs）to　show　how　they　blend　into　each　other　and　form

a　gray　midd1e　ground　of　va1ue1essness　and　mora1neutra1ity．4〕

この物語が基本的に裕福な資本家である語り手と貧しい雇われ人Bart1ebyの

対立構造を持っていることは確かであるが，一そこにJohn　Bryantの言葉を借

りるならば，“equal　eye’’の目配りをしながらいかにMe1vi11eが中間地帯を

築き上げ，それが彼の言うラディカルなデモクラシー，“ruth1essdemocracy’’

といかにかかわりを見せたかを考察するのが本稿のねらいである。また，この

グレーゾーンが実際のシンボリズムでは緑という色彩であらわされていること

にも注目す．るものである。

皿

　さて，ウォール街で法律事務所を営む語り手は，“the　easiest　way　of　hfe’’

（p．14）を最良と考える野望を持たぬ法律家であり，ビジネスマンである。さ

らに彼の特質は次のように述べられている。

　　　　in　the　coo1tranqui11ity　of　a　snug　retreat，do　a　snug　business

among　rich　men’s　bonds　and　mortgages　and　tit1e－deeds．An　who　know

me，consider　me　an　eminentIy8α加man．The1ate　John　Jacob　Astor，a

personage　htt1e　given　to　poetic　enthusiasm，had　no　hesitation　in　pro－

nounc｛ng　my　first　grand　point　to　be　prudence；my　next，method．（p－14）
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John　Jacob　Astorは毛皮貿易によって富を蓄積したアメリカの資本家である。

“prudence’’はAdam　Smithが，資本主義社会における人問の本性と社会的

生産力の構造を解明するにあたって，私的利益の追求における利己的行動の基

礎にある人間の本性としてあげたものである。例え．ば，アダム・スミスは〃e

Weα肋。ゾNαt土㎝sにおいて次のよう一に述べている。

　　This　fruga工ity　and　good　conduct［prudenceコ，however，is　upon　most

occasions，it　aPPears　from　exPerience，suffident　to　con1pensate，not　on1y

the　private　prodiga1i七y　and　misconduct　of　individua1s，but　the　pubhc　ex－

travagance　of　government．ミ）

“prudence”や“fruga1ity”といった善行・美徳が資本主義社会下における

人間の利己的な私的利益追求の行動バターンの裏にあると考える彼の倫理は，

プロテスタンティズムの倫理が資本主義の精神と一致すると考えたMax

Weberの論理と相通じるものがあり，いずれも，聖と俗，美徳と悪徳，善と

悪といった矛盾を一致させ，便宜主義的で安全な人間をつくり出す。

　2っ目の語り手の特徴，“method”は，EdgarA11anPoeが，“Iamabusi－

nessman．Iamamethodica1man．Methodisthething，aftera11．’リ〕と始

まり，あら一ゆる手練手管をもちいて，最後は経済的に成功する実業家を皮肉を

持って痛いた作品“TheBusinessMan”を思い出させる。また，Poeは，

“Didd耳ng　Considered　as　One　of　the　Exact　Sciences’’においても・詐欺を

はたらきながら成功する“man　of　business”の特徴を“methodica1”τ）と捉

えている。いずれにしても，ビージネスを営むにあたっての便宜のよい特質であ

る。

　さて，語り手は，バートルビーに対してこの“prudenCe”を持って接する。

彼はバートルビーを貝口座に解雇しないことを“prudence”であると考え（p．31），

また後には，どうしても事務所を立ち退かないバートルビーに対しての怒りを
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抑制することを“prudent”であると考える（p．36）。Co1tがAdamsを不幸に

も殺したのは，“imprudent1y”にも彼の怒りを感情のまかせるままに爆発さ

せてし一ま．ったからだと考え（p．36），ついに｛バートルビーに対する怒りを抑

えきれなくなった時には，他人への慈愛，charityを思い出す。しかし，その

。harityでさえも，“prudent　principle”であり，利己心から出た一種の安全

装置であるとして次のように語られる。

　　“A　New　com由andment　give　I　unto　you，that　ye1ove　one　another．’’

Yes，this　it初as　that　saved　me．Aside　from　higher　considerations，charity

often　operates　as　a　vast！y　wise　and　pfudent　principle－a　great　safeguard

to　its　possessor．．．no－man1．．ev6r　committed　a　diとbohcal　murder　for

sweet　charityIs　sake，　Mere　se1f－interest，then；if　no　better　motive　can　be

en1isted，shou1d，especia11y　with　high－tempered　men，pron1pt　au　beings　to

charity　and　phi1anthropy．（p．36）

語り手は「危険な憤怒」（“dangerous　indignation’’）（p．ユ4）に身をゆだねる

こともな一く，ましてや自己を危険にさらしてまで他人を愛する自己犠牲的愛を

持つこともなく，むしろ安全装置としての。harityを持ち合わせるのみで，便

宜主義的で「非常に安全な男」（“an　eminent1y　safe　man”）（p．／4）と言える

のである。

　また，“in　the　coo1tranqui11ity　of　a　snug　retreat’’で金持ちのみを相手に

ぬくぬくと商売を営み，ジョン・ジェイコブ・アスターと共に，r詩的情熱」

に欠ける語り手の姿は，∫8rαeZPo娩rで描かれ．るBenjaminFrankhnの姿を

髪髭とさせる。13の徳目を実行し巨大な富を築き，現世での成功を修めた

Benjamin　Frank1inはその晩年をパリの社交界で優雅に過ごす。その生活ぶ

りは，やはり，‘‘retreat’’（p．48）と描かれ，さらに，次のように皮肉をもっ

て描かれている。
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　　Tranqun1ity　was　to　him　instead　of　it．This　phi1osophicaI1evity　of

tranquiuity，so　to　speak，is　shown　in　his　easy　variety　of　pursuits．、l　the

type　and　genius　of　his1and．Frankユin　was　everything　but　a　poet、（p．48）

ここには，Benjamin　Franklinに対する批判とともに，詩人としても文学者

としても作品が売れず，アルコールに1弱れ，妻に八つ当たりをし，‘‘Donars

damnme”（p1191）とNathanie1Hawthorne宛の手紙に書き記したMe1vine

自身の怨念の気持ちも込められているように思われる。いずれにしても，語り

手は，詩的情緒を持たず，危険な感情に身をゆだねることもなく，慎重に行動

する安全な男である。そしてまた，P主erreのプリンリモンのパンフレットに

おいて語られる“virtuous　expediency’’（美徳の便宜主義）（p．214）を体現し，

“horo1ogica1”（p．214）な地上の時間を生きる俗物である。

皿

　その語り手がバートルビーに示したものは，一つのセンチメンタリズムとそ

の限界であった。当時，σ肌王e　ro舳0α6｛η（1854）における従順なTomや

幼くして死ぬEva，τ加W豆de　W肋Wor〃（ユ850）における両親と別れて広

い世界に投げ出されるE11enに読者の憐欄の涙が注がれ，こうした感傷小説，

家庭小説がベスト・セラーであったことは周知の事実である。Me1vi11eもこの

ことを意識していたのか，語り手に次のように語らせる。

　　　．if　I　p1eased，cou1d　re1ate　divers　histories［of　the1aw－copyists，or

scriveners］，at　which　gσod－natured　gent1emen　might　smile，and　senti－

menta1sou1s　might　weep．（p．13）

ここで‘‘sentimenta1sou1s’’がAnn　Doug1asが規定する当時の主なる読者層

“the　midd1e－class　sentimenta1－minded　feminized　reading　pub1ic’’昌〕と合致
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することは確かである。短編“Bart1eby”は，1853年，Putnamls誌に掲載さ

れている。保守的でセンチメンタルなHarperls誌に対してPutnam’s誌は知

的でリベラルな雑誌として知られる。ヨ〕時代のセンチメンタルな傾向を十分に

意識しながらも，一それに必ずしも肯定的ではなかったメルヴィルの意図的な

選択であったように思われる。

　語り手の仕事の依頼を“I　wou1d　prefer　not　to’’と言って断るだけでなく，

語り手の事務所を住処とし，日曜日までそこにいるバートルビーの孤独と貧困

に，語り手は最初は同情し，“My　first　emotions　had　been　those　of　pure　me1－

ancho1y　and　sincerest　pity’’（p．29）と述べる。しかし，こうしたセンチメン

タルな感情もやがて「慎重な感情」にとってかわる。

　　　　a　prudentia1fee1ing　began　to　stea1over　me．．、did　that　same

me1ancho1y　merge　into　fear，that　pity　into　repu1sion．（p．29）

再び“prudence’’が優先したのであ乱さら．に・r常識」が憐れみの感情を取

り去ると次のように語られている。

　　And　when　at1ast　it　is　perceived　that　such　pity　cannot　lead　to　effec－

tua1su㏄or，common　sense　bids　the　soui　be　rid　of　it．．．it　was　his　sou1that

suffered，and　his　sou1I　couId　not　reach．（p．29）

バートルビーという一人の孤独で貧しい弱者に向けられた憐れみや共感といっ

たセンチメンタルな感情は，結局相手を効果的に救うもので手まなく，また，相

手の魂を真に理解するものでもなく，「慎重」やr常識」によって抑制されて

しまうも一のなのである。これはAm　Douglas．も指摘するように一つの幻想

（“sentimenta1inusionofbrotherhood’’）川にすぎないのである。センチメ

ンタルな感情が社会的に優位にある者が劣位にある者に対して抱く

“COndeSCeding”な感情であることは否定出来まいが，尊大なバートルビー
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はこれを受けることを拒む。書記としての仕事をしようとしないバートルビー

に語り手は理由を次のように尋ねる。

“Why，how　now？what　next？”exc1aimed　I，“do　no　more　writing？”

‘‘ mo　more．’’」

“And　what　is七he　reason？’1

“DQ　you　not　see　the　reason　for　yourself？’’he　indifferent1y　rep1ied．

（P．32）

このバートルビーの答えはセンチメンタルな共感を拒絶するものである。また，

刑務所においての次のような語り手との会話においても同じことが言える。

　　“Ahd　see，it　is　not　so．sad　a　p1ace　as　one　might　think．Look，tbere　is

the　sky，and　here　is　the　grass．’’

　　‘．I　know　where　I　am，”he　rep1ied．（p143）

バートルビーにはしばしば感傷小説で描かれるような従順な弱者といったイメー

ジはなく，むしろ“pa1hd　haughtiness’’（p．28）といった形容をされたり，そ

の抵抗する様は，．‘‘passive　resistance’！（p．23）一とまで語られる。

　語り手のみならず，刑務所の差し入れ係りにまでバートルビrは憐れみをか

けられる。

　　‘‘I　thought　that　friend　of　youm　was　a　gen七1eman　forger；they　are

a1ways　pale　and　gentee1－1ike，them　forgers．I　canIt　he1p　pity’em－can■t

he1p　it，sir．Did　you　know　Monroe　Edwards？’’（p．44）

そうした差し入れ係の憐れみを拒絶するかのように，バートルビーは差し出さ

れる食事を取ることを拒み続け，やがて死に至る。バートルビーの死は一つの
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尊厳死であり，“passive　resiStance’’の結末なのであ乱以上のようにセンチ

メンタリズムは語り手によってその限界が示され，バートルビーによって拒否

されるのである。貧困や孤独のみならず，黒人や孤児その他社会的弱者に示さ

れるセンチメンタリス．ムは所詮‘‘COndeSCending’’な感情にすぎず，それによっ

てなさ・れる感傷的で生温いデモクラシーをメルヴィルは肯定しなかったのでは

ないか。それゆえに，‘‘ruth1ess　democracy”（p．190）を提唱し，“a　thief　in

jai！is　as　honorable　a　personage　as　Gen．George　Washington’’（pp．190－！91）

とHawthorne宛の手紙に書き記したのではないだろうか。監獄の泥棒にもジョー

ジ・ワシントンにも同じ名誉を与えられてよいと考え，両者に“equaユeye”

を向けたメルヴィルはこの作品において・，社会的因襲に則って生きる

Conventiona1な語り手にも反社会的でSubversiveなバートルビーにも平等の

目を向けたのである。

IV

　さて，物語は「私」なる語り手の視点で語られ，あくまで語り手のレンズを

とうしてしか，r私」もバートルビーもその他の登場人物も分析することは出

来ない。それ故，バートルビーは実在の人物ではなく語り手の想像力によって

創られた分身であるという説もきわめて説得力のあるものである。例えば，

Dan　McCanは次のように述べている。“Bart1ebyis　notreany　aperson，he　is

a　phantom　craw1ing　out　of　the　unconscious　dark　poo1of　the　narratorIs　re－

pressed！ife．”　ユエ〕

　r慎重」という自己抑制を旨とし，社会の因習や秩序に則って生きる「私」

の抑圧された部分が分身として現れ，それ故に語り手はバートルビーに“the

bond　of　a　commo珂humanity’’（p．28）や“A　fratema1me1ancho1y”（p．28）

を感じたと考えるのは極めて自然である。そして，実際，両者は同じ性質を共

有する。バートルビーはジョン・ジェイコブ・アスターが語り手の特質として

2番目にあげた“method”の性質を持つのである。語り手がバートルビーの

一113一



藤　　江　　啓　　子

机の引き出しの中をのぞく場面が次のように言己されている。

　　　．the　desk　is　mine，and　its　contents　too，so　I　wiユl　make　bo1d　to1ook

within．Every　thing　was　methodicauy　arranged，the　papers　smooth1y

placed．The　pigeon　ho1es　were　deep，and　removing　the　fi1es　of　docu阻ents，

I　groped　into　their　recesses．Present1y　I　fe1t　something　there，and

（王ragge〔l　it　ou七．It　was　an　oldbandannahandkerchief，heavy　and　knotted．

I　opened　it，and　saw　it　was　a　savingsl　bank．（p．28）

物語をどうして，一語り手の“method”を直接あらわす描写はない。むしろ語

り手から貸し与えられた机の引き出しを“methodicany”に整えているのは

バートルビーの方なのである。そして，そこで彼が大事にしていたものは，な

んと貯金箱であった。語り手も大事にしたであろう貯金箱，そして，“method”

な性質と，語り手とバートルビーは相反するなかにも，共有するものを持って

いるのである。緑の衝立の向こう側で“dead　wa11reverie”（p．29）に耽るの

はバートルビーでありながら，語り手でもあるといえよう。バートルビーが向

かいながら夢想に耽る壁は“dead　brick　wa11”（p．28）と描かれる。事務所の

窓から見えるれんがの壁の色は黒である。しかし，“1ife’’がなく・「死」を想起

させるのは白い壁の方である。もちろん，この“dead”は青白い顔をし，や

がて死ぬ運命にあるバートルビーを修飾する転移修飾語であるとも考えられる。

いずれにしても，その壁の色は「白」なのか「黒」なのか曖昧であり，一方の

壁に向かいながら他方を夢想するといった具合である。バートルビーが語り手

の想像力から創出された分身であろうと，実在の人物であろうと，両者が補完

関係にあることには変わりなく，共有点を持ちながら反対のベクトルに延びる，

いはば，一枚のコインの表と裏の関係にあるといえる。

　また，バートルビーは社会に対して，“No”という人間であ私家庭小説が

流行し，家庭の幸福が賞揚されるなかにあって，不倫という反社会的行動を取っ

たヘスター・プリンを力強く見事に描き上げたHawthorneに対して“He
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saysNo！inthunder；．．．thatisto　say，theEgo”（p．186）と書簡に書き付

けたメルヴィルであるが，そのメルヴィルが創り出した‘‘No”という人間が

バートルビーである。依頼される仕事を“No’’といって断り続け，事務所か

らの立ち退き命令にも“No”というバートルビーは「怠惰」（p．38）な「浮浪

者」（p．38）であり，「不法侵入者」（p．39）である。しかし，“No’’と叫ぶよ

りは社会の因習に則って生きる方がある意味で楽である。「人生の最も楽な生

き方」を最上と考える語り手の裏返しをバートルビーが生きているといえよう。

V

　ここで，バートルビーについての考察を深めてみよう。沈黙ゆえに素性も正

体もわからず，‘‘unreasonab1e”（p．26）で“una㏄ountab1e”（p．27）な存在

として描かれる。それゆえに，GingerNutは彼を“luny”（「気違い」）と呼

ぶが，語り手はキリストのイメージを与える。例えば，彼の事務所への到来は
‘‘

≠р魔?獅煤h（p．15）とキリストの降臨を思わせる。また，彼の事務所での仕事

は“se㎝1aro㏄upation”（p．27）とか“earth1ytodo’’（p．32）と描かれ，ま

るで彼がこの地上の人間ではないかのようである。P｛εrr召で語られる

“chronometrica1”な天上の時間を彼は生きていると言えよう。事務所を訪

れたバートルビーは最初は精力的に働くが，r3日目」（p．20）に働くのをやめ

る。また，バートルビーは立ち退きを命じられて「3日間」考える。「3」と

いう数字は三位一体を想起させ，また，キリストが復活するのに3日要したこ

となど，キリストとの連想が強い数字である。実際，バートルビーには復活の

可能性さえ与えられており，彼の死は生のイメージを持って語られる。多くの

批評家が指摘するように，彼が刑務所で死ぬ姿は胎児のようである。

　　Strangely　huddled　at　the　base　of　the　wa11his　knees　drawn　up，and

1ying　on　his　side，his　head　touching　the　co1d　s七〇nes，I　saw　the　wasted

Bart1eby．（p．44）
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“pa1e，” @“paユ1id，”　“cadaverous，’’と物語をどうしてバートルビーを形容す

る語は絶えず死を連想させるも一のであり，彼が死を迎えるニューヨークの刑務

所は皮肉にも‘‘theTombs’’と呼ばれる。墓と子宮のイメージが重ね合わされ

ており，‘the　tomb’が一字違いの‘the　womb’となるのである。墓と子宮

という生と死の融合のイメージは，バートルビーの死に際して語り手がつぶや

く，“With　Kings　and　counse1ors”（p．45）という言葉のなかにも見られる。

これは，ヨブ記への言及であり，この世での不幸に耐えられなくなったヨブが

母親の胎内で死ねばよかったと嘆く言葉であ孔ヨブ記には次のように記され

ている。

　　“Why　diδI　not　die　at．birth，come　forth　from　the耐。mb　and　expire？

　．I　shou1d　have　s1ept；then　I　shou1d　have　been　at　rest，with　kings　and

counse工。rs　of　the　earth”　（Job3：ユ1－14）

ここには生と死の融合のイメージだけでなく，死んではじめて人間は平等にな

るという，非常に冷酷な“ruthユess　democracy’’を見ることが出来る。そし

て，死のみが人間を平等にするという次のP土erreの一節とも相通じる．ものが

ある。

　　There，beneath　the　sub1ime　tester　of　the　infinite　sky，1ike　emperors

and　kings，s1eeP，in　grand　state，the　be99ars　and　pauPers　of　earth！一I　joy

that　Death　is　this　Democrat；and　hop今1ess　of　all　other　real　and　permanent

democracies，sti11hug　the　thought，that　though　in1ife　some　heads　are

crowned　with　goユd，and　some　bound　round　with　thorns，yet　chisel　them

how　they　wi11，headstones　are　a11ahke．’（p．278）

ここで，“someboundromdwiththoms”は貧しい人々のことであるが，
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茨の冠をかむるキリストが連想される。現世での地位や身分，そして成功を超

越し，誤解され全人類の罪を背負って処刑されるキリストの死は生であり，人

の子でありながら神の子であり，茨の冠をかむるキリストは壮大な中間地帯に

存在するリミナルでデモクラティックな存在といえるのである。“1imina1ity”

という語はもともとVictor　Turnerが原始社会を論ずる際に用いたが，広く，

ei七her／orとい・うよりはneither／nor，・both／andといった“in－between’’の状

態を表す時に用いられる。その語源はラテン語の疵舳ηで“thresho王d”を意

味し1具体的には，死，子宮，太陽や月の蝕，暗闇や荒野に例えられると

VictorTumerは言う。川とすれば，墓（死）と子宮（生）を同時に占有す

るバートルビーは極めてリミナルな存在と言わざるをえないのである。そして，

バートルビーは“threshold’「に立っ存在でもある。彼が事務所を訪れた時の

次の描写はあまりにも印象的である。

　　In　anSWer　tO　my　adVertiSement，a　mOtiOn1eSS　yOung　man　One　mOrn－

ing，stood　upon　my　office　thresho1d，the　door　being　open，for　it　was　sum－

mer．I　can　see　that　figure　now－pa11id1y　neat，pitiab1y　respectab1e，

incurab1y　forlorn！It　was　Bart1eby．（p．19）

以上のように白と黒の壁にはさまれた事務所で起こるこ・の物語は，聖と俗，天

と地，美徳と悪徳，社会性と反社会性，そして生と死といった矛盾が一枚のコ

インの表と裏のように，乖離しながらも融合する，いはば，リーミナルでグレー

ゾーンの性格を持つのである。それは，語り手とバートルビーという二人の人

物の乖離と融合であり，語り手自身，そして，バートルビー自身が内在的に持

ち合わせる矛盾の一致である。中間色としての灰色はノざ一ドルビーの「灰色の

目」（p．20）に象徴的に表されているように思われるが，ここで緑のシンボリ

ズムを考えてみたい。
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w

　先に引用したように事務所から見える光景は「風景画家が“1ife”と呼ぶも

のに欠く。」この“1ife’’はLeo　Marxが指摘するように“green’’であると考

えられる。川実際，生を表す緑は乃erreにおいて次のように描かれている』

　　Now　in　genera1nothing　can　be　more　significant　of　decay　than　the

idea　of　corrosion；yet　on　the　cther　hand，nothing　can　more　vivid1y　sug－

9est1uxuriance　of1ife，than　the　idea　of　green　as　a　co1or：for　green　is　the

pecu1iar　signet　of　a11－ferti1e　Nature　herse1f．（p．9）

しかし，同時に緑は古いものを腐食させる緑青の色でもあ孔このことが同じ

くP圭erreに「民主主義の要素」であるとして次のように描かれる。

　　For　indeed　the　democratic　e1ement　operates　as　a　subti1e　acid　among

us；forever　producing　new　things　by　corroding　the　o1d；as　in　the　south　of

France　verdigris，the　primitive　materia1of　one　kind』f　green　paint，is　pro－

duced　by　grape－vinegar　poured　uPOn　cOPPer　P1ates．（P．9）

生あるものは死に，死によって新しい生が誕生するのは自然界の法則であり，

これこそ万物に平等に与えられた“ruth1ess　democracy”であるとも言える。

この新旧の交代こそ民主主義国家としてのアメリカの特質であるとさらに

月e榊では次のように述べられている。

　　So　that　poユitical　institutions，which　in　other1ands　seem　above　a1I

things　intense1y　artificia1，with　America　seem　to　possess　the　divine　virtue

of　a　natura11aw；for　the　most　mighty　of　nature’s1aws　is　this，tha七〇ut　of
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Death　she　brings　Life．（p．9）

そして、窓からの景色としては見ることの出来ないこの緑をメルヴィルは事務

所のなかに「緑の衝立」（“a　high　green　fo1ding　screen’’）（p．19）として置い

たのである。緑の衝立は語り手の視野からバートルビーを遮るために置かれた

ものであるが，声は届く距離にあり，」いはば“privacy’’と‘‘Society”が結

合したものである。（p．／9）そしてこの衝立は語り手が事務所を出ていく時に，

一番最後に取りのけられたもの．であ孔また，バートルビーの“the　Tombs’’

での死に臨んで，その死を弔，再生を暗示するかのように緑の草が芽ぶく。

　　But　a　soft　imprisoned　turf　grew　under　foot．The　heart　of　the　etemal

pyramids，it　seemed，wherein，by　some　strange　magic，through　the　c1efts，

grass－seed，droPPed　by　birds，ha（l　sprun9．（P．44）

その草も年々はえ変わる。“Thegrassisannuauychanged’’（p；9）とP土errθ

にも記される。ここで，バートルビー＝アメリカ＝民主主義という等式が成り

立ち，それらを象徴する色が緑であるということが出来るのである。さらにそ

れはリミナルな中間地帯に構築される。“eVer　moVing　daWn”にメルヴィル

文学の本質を見るJohn　Bryantは“The　Enviab1e王s1es”に見られる岸辺と

いう陸と海の融合の場所に控え目な緑とリミナルなメタファーを見出し，そこ

を“repose”とその限界の領域としている。川次が詩の全引用である。

Through　storms　you　reach　thern　and　from　storms　are　free．

　Afar　descried，the　foremost　drear　in　hue，

But，nearer，green…and，on　the　marge，the　sea

　Makes　thunder！ow　and　mist　of　rainbowed　dew．

But，in1and，where　the　s！eep　tha七fo1ds　the　hi11s
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A　dreamier　s1eep，the　trance　of　God，insti11s－

On　upIands　hazed，in　wandering　airs　aswoon，

　S1ow－swaying　Pa1ms　sa1ute　loveIs　cypress　tree

Adown　in　va！e　where　pebb1y　run1ets　croon

　Asongto1u11a11sorrowandang1eel

Sweet－fern　and　moss　in　many　a　g1ade　are　here，

　Where，strown　in　f1ocks，what　cheek－f1ushed　myriads1ie

Dimp1ing　in　dream－unconscious　s1umberers　mere，

　Whiユe　biuows　end1ess　round　the　beaches　die．

この詩において陸での穏やかな眠りとしての“repose”は岸辺という境界領域

（リミナリティ）において海の大波や雷と緊張した接点を持つ。ビジネスの中

心ウォール街の事務所にあって，緑の衝立の向こうで仕事をせずに沈黙を保ち

続けるバートルビー，緑の草の生えるニューヨークの刑務所“the　Tombs’’に

お．いて眠るように死にゆくバートルビーはある意味において“repOSe’’してい

たのである。しかし，それは衝立のこちら側と絶えず緊張した関係をもつ，張

り詰めた休息“tenserepose”であった。
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